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二学期終業式にあたって 

暑い夏に始まった２学期、穏やかな実りの秋を過ごし、蓄
たくわ

えの冬がやって

きました。街にはクリスマスソングが流れ、５つの月にまたがった２学期が今

終わろうとしています。失敗を『成功のための学び』ととらえ、新しいことに

チャレンジすることはできたでしょうか？ 

残暑厳しい９月に行われた体育大会では、皆さんは元気いっぱい表情豊かに

競技や演技に取り組みました。また、学習発表会では、クラスが一つになり美

しいハーモニーを奏
かな

でました。そういった行事では、いつも３年生が手本を

示してくれました。現在の荒牧中学校は、『１，２年生が３年生の背中を追い

かける』、そのような姿であることを私は誇りに思います。 

 

 さて、先月 2025年の『万国博覧会』が、大阪で開催 

されることに決定しました。今から48年前、1970年に 

現在の万国博記念公園（大阪府吹田市）で万博が開催さ 

れました。小学生だった私は、わくわくしながら見に行ったことを覚えていま

す。その万博では、アポロ 12号が持ち帰った『月の石』が最も人気でしたが、

その他にもテレビ電話、ワイヤレスフォン（今の携帯電話）、動く歩道などが

注目を集め、その後実用化されました。その大阪万博で、缶入りUCCミルク 

コーヒーが爆発的に売れました。その缶コーヒーの誕生 

秘話がとても興味深いものです。ある日、UCCの創業 

者である上島
うえしま

忠
ただ

雄
お

さんは、列車が停止した駅で瓶
びん

入り 

ミルクコーヒーを買って飲んでいました。ところが、ま



だ飲み終わらないうちに列車が発車することになります。当時、瓶は店に返さ

なければなりませんでした。上島さんは飲み残したまま列車に飛び乗りますが、

飲み残したことがいつまでも気にかかり、「いつでも、どこでも手軽に飲める

コーヒーは作れないだろうか」と考えます。そして瓶を缶にすることを思い

つくのです。しかし、コーヒーとミルクの分離、缶の鉄とコーヒーの成分が化

学反応を起こすなど問題は山積みでした。改良を重ねた結果、大阪万博の前年

1969年についに缶入りコーヒーは完成します。しかし最初はなかなか売れま

せんでした。そんな折、開幕を間近に控えた大阪万博に積極的な営業活動を行

い、万博会場で爆発的に売れるようになったのです。ちょっとしたアイデアと

あくなき努力が世界を変えるような商品につながる 

のですね。 

         次の大阪万博では、空飛ぶ自動 

車や肝臓
かんぞう

等の臓器を作る 3Dプリ 

ンターなどが披露
ひろう

されると言われています。その頃皆さんは

20才～22才ですが、未来を大きく変えるものの研究をしたり、実際に創
つく

った

りしている人がいるかもしれません。皆さんが生きるこれからの 21 世紀は、

予測がなかなかできないとも、多くの人が今はまだ存在しない仕事に就
つ

くとも

言われています。そのような時代に生きる皆さんには、自分が持っている知識

を基盤
きばん

として、必要な情報を手に入れ、他の人とより良いものを創り上げなが

ら課題を解決していく力が求められています。そういった力を身につけるには、

主体的に自分から進んで学ぶこと、本を読み知識を得たり考えを広げたりす

ること、自分でしっかりと考えまとめることなどが大切です。 

 さて、明日から冬休みになります。２，３年生には昨年も話しましたが、三

つの大掃除をしてください。一つ目は「自分の周りの大掃除」、二つ目は「自

分が過ごす場所の大掃除」、そして、最後は、「心の中の大掃除」です。 

皆さんの心の中には、誉
ほ

めてあげたい自分 （頑張った自分）と、嫌な自分 （で

きれば切り捨ててしまいたい自分）の両方がいると思います。その自分の嫌な



部分（大事なことから逃げた自分、人を裏切った自分、自分がされて嫌なこと

を人にしてしまった自分・・・）、そういう後悔
こうかい

した気持ちを整理して、新た

な気持ちで新年を迎えてください。自分がしてしまったことを取り消し、な

かったことにすることはできません。自分のダメだった所はどこか、何が足

りなかったのかをよく考え、二度と同じことをしないと強く自分 

に言いきかせ、意識して行動する必要があります。人はよほど 

大きな失敗をし、深く反省しないとなかなか変われるものでは 

ありません。 

しかし、反省があるところにこそ成長があるのです。年が変わる今だから

こそ、リセットできるものはリセットしましょう。 

それでは 3学期始業式には、皆さんが元気に、そして新たな気持ちで登校し

てくれることを願っています。              

 

きらめけ!!荒中生!!           

☆第68回伊丹市民駅伝競技大会（12/15 瑞ケ池公園） 

男子 優勝 ①村上(2位) ②谷川(2位) ③山本(１位) ④橋本(2位) ⑤松島(1位) 

女子 ４位 ①河井(3位) ②西﨑(2位)  

 

自信と誇りを持てる学校を創ろう!! 


